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臼
本
海
に
臨
む
竹
野
三
綱
野
町
附
近
は
砂
丘
が
発
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
砂

丘
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
墳
を
京
都
麿
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
委
嘱
を

弓
け
て
、
昭
和
二
八
年
六
月
九
日
か
ら
一
六
臼
ま
で
発
掘
調
査
し
た
の
で
、
そ

の
内
容
を
こ
こ
に
略
報
す
る
。

　
三
野
町
の
策
北
約
ニ
キ
胃
、
海
岸
か
ら
五
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
た
と

こ
ろ
に
離
湖
と
い
5
湖
が
あ
り
、
海
岸
と
の
間
に
小
丘
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め

に
砂
丘
が
発
達
し
て
、
湖
の
嘱
望
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
古
墳
は
こ
の
湖
の
西

端
か
ら
五
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
唱
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
現
在
の
砂
丘
上
面
か
ら

六
、
七
メ
ー
ト
ル
下
に
天
井
石
が
あ
る
。
床
酉
下
も
砂
地
で
、
側
予
洗
の
下
底

か
ら
工
、
三
三
：
ト
．
ル
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
地
盤
の
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

石
箋
ほ
砂
丘
が
あ
る
程
度
形
成
さ
れ
た
後
に
営
ま
れ
て
、
そ
の
後
の
砂
丘
の
発

違
に
よ
り
、
全
く
砂
の
申
に
埋
没
し
て
し
蜜
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
構
造
は
東
向
き
の
横
穴
式
石
蜜
で
、
近
く
の
海
岸
か
ら
運
ん
で
き
た
万
畳
石

と
い
う
軟
質
の
盤
石
を
思
い
、
内
面
を
平
に
そ
ろ
え
て
、
下
一
段
に
は
大
石
を
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お
ぎ
、
次
第
に
小
形
の
石
を
穣
上
げ
て
、
内
方
に
持
出
し
て
い
る
。
た
だ
澗
側

壁
と
も
奥
か
ら
入
口
ま
で
一
直
線
で
、
玄
蜜
と
羨
道
と
の
境
が
な
い
。
全
長
一

一
メ
ー
ト
ル
、
帳
は
影
壁
下
で
ニ
メ
1
ト
ル
あ
り
、
入
玉
に
二
っ
て
次
纂
に
狭

く
な
っ
て
、
最
端
部
で
は
一
メ
ー
ト
ル
ニ
○
と
な
る
。
天
井
石
は
い
ま
奥
の
方

の
数
石
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
の
四
石
が
残
り
、
そ
の
う
ち
の
前
の
二

つ
は
一
段
低
く
築
か
れ
て
い
て
、
そ
の
段
落
が
玄
窒
と
羨
道
の
境
を
示
す
の
か

も
し
れ
な
い
。
奥
壁
か
ら
こ
こ
ま
で
五
メ
了
ト
ル
五
〇
あ
る
。
玄
室
の
高
さ
は

約
ニ
メ
ー
ト
ル
入
○
、
羨
道
部
で
は
一
メ
ー
ト
ル
五
一
六
〇
あ
る
。

　
床
面
は
砂
地
の
た
め
に
明
瞭
で
な
い
が
、
扁
平
な
石
を
並
べ
て
窒
丙
を
幾
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
に
区
切
っ
て
あ
る
。
ま
ず
玄
門
都
と
思
わ
れ
る
と
、
」
う
に
竺
、
三
重
の
石
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

列
が
あ
る
。
次
に
奥
よ
り
ニ
メ
ー
ト
ル
三
～
四
〇
辺
で
、
両
側
壁
に
わ
た
っ
て

並
べ
た
石
の
列
に
よ
っ
て
、
玄
窒
内
を
東
西
の
両
町
に
分
け
、
さ
ら
に
昏
区
の

側
壁
沿
い
に
石
で
囲
ん
だ
長
方
の
二
二
が
あ
っ
て
、
西
区
の
も
の
は
東
南
隅
に

あ
り
、
三
石
は
二
、
三
し
か
の
こ
っ
て
な
い
が
、
畏
さ
一
二
竃
ト
ル
五
〇
、
幅
　
、

五
一
六
〇
セ
ン
チ
の
一
町
が
考
え
ら
れ
る
。
東
匿
の
も
の
は
茜
北
隅
に
あ
っ
て

不
正
形
を
呈
し
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
四
一
五
〇
、
幡
は
酒
端
で
一
メ
ー
ト
ル
、

東
蟷
で
六
〇
セ
ン
チ
位
は
あ
る
。

　
遺
物
と
し
て
は
砂
地
で
あ
る
た
め
人
骨
片
が
よ
く
残
っ
て
い
た
が
、
か
な
り

散
乱
し
て
い
て
、
一
個
客
分
が
元
の
形
を
蟹
め
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
　
　
資
料
羅
介
（
樋
口
）

な
骨
と
し
て
は
奥
壁
下
中
虚
夢
に
一
個
と
、
東
区
西
北
隅
の
石
塁
内
に
ご
偲
の

頭
数
骨
が
あ
り
、
と
く
に
後
者
に
下
し
て
足
骨
が
ほ
ぼ
完
全
な
彩
で
あ
ら
わ
れ

た
．
酉
区
策
南
隅
の
石
隙
内
に
は
鼠
立
っ
た
骨
片
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
が

一
部
に
小
児
骨
が
混
っ
て
い
た
。
同
じ
西
区
の
北
よ
り
に
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
｝
で

庄
手
骨
が
残
っ
て
い
た
の
も
注
題
さ
れ
る
。
玄
門
に
近
い
北
壁
よ
り
に
も
小
形

の
足
骨
が
一
組
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
入
骨
の
実
数
は
明
瞭
で
な
い
が
、
大
入
の
顎

骨
四
個
野
分
と
ほ
か
に
小
児
爾
二
個
体
分
が
識
別
せ
ら
れ
る
。

　
副
騨
贔
は
こ
れ
ら
の
入
骨
片
に
混
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
が
、
そ
の
5
ち
主
な
も

の
を
あ
げ
る
と
ハ
玉
頭
捻
奥
の
蒲
区
の
中
央
辺
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
単
鳳
式
の
銀

頭
大
刀
一
振
が
葭
簾
東
南
隅
の
石
照
の
な
か
か
ら
人
骨
片
よ
り
も
下
位
に
幽
た
。

そ
の
石
闘
の
東
側
石
の
上
に
一
本
の
馬
の
前
騰
骨
が
あ
っ
た
の
は
注
顛
さ
れ
よ

う
。
そ
の
石
の
東
側
辺
に
は
十
一
億
の
須
恵
器
（
高
家
及
び
蓋
杯
）
が
あ
り
、

東
区
北
西
隅
の
石
囲
内
に
も
入
骨
に
擾
し
て
須
恵
器
・
土
師
皿
が
五
、
六
個
月

鉄
鎌
一
束
な
ど
が
あ
っ
た
。
入
口
に
近
い
擁
轟
轟
の
近
く
で
は
草
金
県
が
散
乱

し
、
北
浜
よ
り
の
足
骨
群
に
ま
じ
っ
て
鉄
製
．
轡
が
一
呉
あ
る
。

　
副
灘
最
旨
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
須
恵
器
膚
蓋
課
題
硅
、
無
蓋
高
嶺
2
、
膚
嬉
野
2
、
畏
顎
壷
王
、
蓋

2
　
　
コ
、
土
師
器
皿
！
　
　
三
、
玉
類
勾
玉
3
、
管
玉
3
、
切
子
王
1
、

丸
玉
1
、
ソ
撹
バ
ン
玉
1
　
　
四
、
鍛
頭
太
刀
1
　
　
五
、
熱
量
若
干
　
　
六
、

刀
子
荏
　
　
七
、
轡
1
　
　
入
、
革
金
具
数
個
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二

　
本
墳
が
後
期
古
墳
に
属
す
る
こ
と
は
い
う
豪
で
も
な
い
が
、
副
葬
最
の
ら
ち

馬
呉
。
土
器
な
ど
が
比
較
的
群
馬
な
の
に
対
し
て
、
唯
一
つ
極
め
て
糖
巧
な
鑛

頭
太
刀
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
い
ま
破
断
し
て
は
い
る
が
、
瀬
頭
か
ら
鞘
尻

に
い
た
る
ま
で
、
ほ
ぼ
持
が
慶
兀
存
し
て
い
る
。
全
長
入
三
セ
ン
チ
あ
り
、
W
単
鳳

式
の
…
鱗
頭
は
、
金
色
こ
そ
や
や
に
ぶ
い
が
、
彫
り
は
し
っ
か
り
と
し
て
を
り
、

柄
・
鞘
な
ど
の
金
銅
装
具
は
い
ず
れ
も
面
輪
で
あ
る
。
と
く
に
留
意
せ
ら
れ
る

の
は
鞘
上
の
片
薗
に
長
勲
線
に
沿
っ
て
細
長
い
金
銅
の
帯
が
あ
り
、
こ
れ
に
心

葉
形
の
空
文
が
あ
る
。
こ
の
よ
5
な
鞘
飾
り
の
よ
く
残
っ
た
例
は
わ
が
国
で
は

比
較
的
乏
し
く
、
爾
鮮
の
昌
寧
校
洞
古
墳
や
慶
州
飾
駿
塚
出
土
の
同
種
太
刀
と

対
比
し
て
、
こ
の
製
作
地
や
、
上
代
の
大
陸
関
係
を
推
す
旨
き
材
料
と
な
る
で

あ
ろ
5
。
近
年
行
わ
れ
た
動
軸
地
方
の
後
期
古
墳
か
ら
金
銅
装
の
太
刀
が
し
ば

し
ば
見
出
さ
れ
て
を
り
、
ま
た
大
陸
製
贔
の
細
土
例
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と

は
、
地
方
性
を
考
え
る
上
に
興
昧
深
い
も
の
が
あ
る
。

　
な
お
出
土
の
多
数
の
入
骨
は
位
置
が
か
な
り
乱
れ
て
は
い
た
が
、
目
下
大
阪

市
立
医
科
大
学
の
解
剖
掌
海
馬
島
教
授
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
整
理
の
結
果
を

象
っ
て
、
埋
藤
の
次
第
や
、
そ
の
時
間
的
経
過
を
明
か
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
一
片
繊
た
馬
骨
は
、
祭
り
に
お
け
る
供
用
の
一
献
と
考
え
る
と
き
、
ま
た

興
昧
深
い
亀
の
が
あ
る
。

（
次
子
石
室
構
造
図
中
1
・
2
・
3
頭
蓋
、
4
鎧
顕
太
刀
、
5
馬
骨
）

（300）
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